
平成23年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年2月8日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 セントケア・ホールディング株式会社 上場取引所 大 

コード番号 2374 URL http://www.saint-care.com/
代表者 （役職名） 代表取締役会長兼社長 （氏名） 村上 美晴

問合せ先責任者 （役職名） 常務取締役財務・経理部長 （氏名） 関根 竜哉 TEL 03-3538-2943
四半期報告書提出予定日 平成23年2月14日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （アナリスト及び機関投資家向け）

1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 16,904 10.6 1,025 62.3 1,015 70.0 565 100.7
22年3月期第3四半期 15,280 1.6 631 71.4 597 77.5 282 328.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 7,872.93 7,842.34
22年3月期第3四半期 3,923.14 3,917.85

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 9,458 2,921 30.7 40,340.04
22年3月期 8,028 2,422 30.0 33,498.49

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  2,899百万円 22年3月期  2,408百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 1,000.00 1,000.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

1,700.00 1,700.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,401 18.8 1,434 70.6 1,453 83.0 869 114.2 12,094.20



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想に関する事項については、【添付資料】P.３「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くだ
さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 71,886株 22年3月期  71,886株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  ―株 22年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 71,886株 22年3月期3Q 71,886株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は改善を続けており設備投資が持ち直しつつある

ものの、生産がやや減少し、雇用・所得環境も引き続き厳しい状況にある等、景気回復の動きは弱まっていま

す。 

介護サービス業界では、高齢化の一層の進展により、介護サービス受給者数及び介護給付費が増加し、介護サ

ービス需要は引き続き高まっております。また、前連結会計年度から介護職員処遇改善交付金の支給が開始され

たことで介護従事者の待遇改善が図られ経営環境が改善されてきました。一方で、介護専門職種の有効求人倍率

が上昇の傾向を見せ始めていることから、引き続き人材確保が経営上の課題となっております。 

このような状況の中で当社グループにおいては、訪問系サービスにおける正社員の稼働管理、及び人材採用の

強化と並び、新規に開設した施設系サービス営業所の早期黒字化を重要な課題として取り組んでまいりました。

その結果、売上高は169億４百万円（前年同期比10.6％増）、営業利益は10億25百万円（前年同期比62.3％

増）、経常利益は10億15百万円（前年同期比70.0％増）、及び四半期純利益は５億65百万円（前年同期比

100.7％増）となりました。 

  

当第３四半期連結累計期間におけるセグメントの業績を示すと、次のとおりであります（セグメント間取引を

含む）。 

・介護サービス事業 

介護サービス事業では、訪問系サービスにおいては、営業活動の強化によりお客様数が増加いたしました。

施設系サービスにおいても、当第３四半期連結累計期間に新規開設した営業所の早期集客に向けた営業に取り

組むとともに、既存の営業所の営業も強化したことにより、お客様数が増加いたしました。この結果、売上高

は165億18百万円となりました。 

損益面につきましては、給与制度を改定し、スタッフの処遇を改善したことで人件費が増加しました。その

一方で、施設系サービスにおいて施設稼働率が向上したこと、並びに訪問系サービスにおいて新規顧客の獲得

に努めつつ、売上増に伴う原価の増加を抑制したことなどにより、収益性が高まりました。この結果、営業利

益は９億19百万円となりました。 

  

・その他 

その他では、調剤薬局のフランチャイズ事業を営むメディスンショップ・ジャパン株式会社において前連結

会計年度に直営店が減少したことにより売上高が減少しました。この結果、売上高は６億２百万円、営業利益

は53百万円となりました。 

  

（注）第１四半期連結会計期間よりセグメント区分を変更したため、セグメントの業績については、前年同期の

比較・分析を行っておりません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末（以下「前期末」という）より14億29百万円（前期

末比17.8％）増加し、94億58百万円となりました。 

流動資産は、前期末より４億72百万円（同12.0％）増加し、44億26百万円となりました。これは主に売上高の

増加等により売掛金が２億30百万円増加したことによるものであります。 

固定資産は、前期末より９億48百万円（同23.3％）増加し、50億23百万円となりました。これは主に有形固定

資産が９億60百万円増加したことによるものであります。 

繰延資産は、新設子会社での発生により８百万円となりました。  

流動負債は、前期末より、３億43百万円（同10.5％）増加し、35億97百万円となりました。これは主に未払金

が２億65百万円増加したことによるものであります。 

固定負債は、前期末より５億87百万円（同25.0％）増加し、29億39百万円となりました。これは主にリース債

務（固定負債のその他）が４億83百万円増加したことによるものであります。 

純資産は、前期末より４億99百万円（同20.6％）増加し、29億21百万円となりました。これは主に利益剰余金

が４億94百万円増加したことによるものであります。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報  

当連結会計年度の連結業績は、連結子会社14社の決算期を変更したことにより、当該14社の連結対象期間が、

平成22年１月31日から平成23年３月31日までの15ヶ月となったことを主な要因として、売上高は244億1百万円

（前回予想比9.4％増）となる見込みです。 

また損益面においては、連結子会社の決算期変更による影響の他、訪問介護サービスにおける稼働管理の取り

組みによって業務効率が高まり収益力が向上したこと、並びに有料老人ホームやショートステイの居室稼働率が

高まり、収益が安定的に向上したことにより、前回予想に比べ大幅に改善し、営業利益は14億34百万円（同

25.7％増）、経常利益は14億53百万円（同32.1％増）、当期純利益は８億69百万円（同37.5％増）となる見込み

です。 

なお、平成22年５月14日の決算短信で発表しました通期の連結業績予想との差異は以下のとおりです。 

  

（通期（平成22年４月１日～平成23年３月31日）） 

  

連結子会社の決算期変更については本日付当社『連結子会社の事業年度の末日（決算期）の変更に関するお

知らせ』をご参照ください。 

  売 上 高営 業 利 益経 常 利 益当 期 純 利 益１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回予想（Ａ） 
百万円

22,300

百万円

1,140

百万円

1,100

百万円

632

円  銭

8,796.89

今回修正（Ｂ） 24,401 1,434 1,453 869 12,094.20

増減額（Ｂ－Ａ） 2,100 293 353 237 ― 

増 減 率 ％9.4 ％25.7 ％32.1 ％37.5 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成22年３月期） 

20,544 840 794 405 5,647.15
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１ 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２ 固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積を考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方

法によっております。 

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

３ 経過勘定項目の算定方法 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

４ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

税引前四半期純利益に重要な税務調整を加えた後の課税所得を基に未払法人税等を算定しております。繰延

税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。 

５ 連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで債権と

債務を相殺消去しております。 

連結会社相互間の取引の相殺消去 

取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法により相殺

消去しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益が 千円、経常利益が 千円、税金等調整前四半

期純利益が 千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

千円であります。 

   

２．その他の情報

3,170 3,170

10,282

7,899
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,453,134 1,221,854

売掛金 2,600,699 2,370,581

たな卸資産 68,621 66,571

その他 342,181 333,012

貸倒引当金 △37,641 △37,754

流動資産合計 4,426,995 3,954,266

固定資産   

有形固定資産 1,639,151 678,956

無形固定資産   

のれん 1,024,062 1,123,932

その他 274,415 304,800

無形固定資産合計 1,298,478 1,428,733

投資その他の資産   

差入保証金 1,421,917 1,309,609

その他 674,292 667,947

貸倒引当金 △10,495 △10,585

投資その他の資産合計 2,085,714 1,966,970

固定資産合計 5,023,344 4,074,660

繰延資産 8,224 －

資産合計 9,458,564 8,028,926

負債の部   

流動負債   

買掛金 270,432 276,330

短期借入金 119,000 133,500

1年内返済予定の長期借入金 418,986 369,420

1年内償還予定の社債 310,000 410,000

未払金 1,656,523 1,391,216

未払法人税等 253,080 233,166

賞与引当金 126,283 128,423

その他 442,904 312,001

流動負債合計 3,597,210 3,254,059

固定負債   

社債 640,000 610,000

長期借入金 965,753 990,349

退職給付引当金 383,845 337,190

資産除去債務 7,899 －

その他 942,177 414,834

固定負債合計 2,939,674 2,352,373

負債合計 6,536,885 5,606,433
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,009,839 1,009,839

資本剰余金 841,789 841,789

利益剰余金 1,050,364 556,297

株主資本合計 2,901,992 2,407,925

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △2,109 147

評価・換算差額等合計 △2,109 147

新株予約権 15,956 8,565

少数株主持分 5,839 5,855

純資産合計 2,921,679 2,422,493

負債純資産合計 9,458,564 8,028,926
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 15,280,950 16,904,537

売上原価 13,150,529 14,294,547

売上総利益 2,130,421 2,609,989

販売費及び一般管理費 1,498,700 1,584,840

営業利益 631,720 1,025,149

営業外収益   

受取利息 5,944 5,827

受取配当金 1,287 2,869

受取保険金 10,472 7,879

受取家賃 12,471 10,455

補助金収入 110 15,007

その他 14,449 27,583

営業外収益合計 44,735 69,622

営業外費用   

支払利息 51,407 48,765

その他 27,668 30,216

営業外費用合計 79,075 78,981

経常利益 597,380 1,015,790

特別利益   

受取和解金 9,467 －

補助金収入 4,589 25,350

その他 88 －

特別利益合計 14,145 25,350

特別損失   

固定資産除却損 20,977 3,372

固定資産圧縮損 4,370 25,332

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,111

特別損失合計 25,348 35,816

税金等調整前四半期純利益 586,177 1,005,324

法人税等 314,230 439,287

少数株主損益調整前四半期純利益 － 566,037

少数株主利益又は少数株主損失（△） △10,071 84

四半期純利益 282,019 565,953
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該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

（注）１．事業区分は、役務及び商品の種類、性質及び提供方法を考慮して区分しております。 

２．各区分の主なサービス提供内容 

(1）介護サービス事業…………訪問介護サービス、訪問入浴介護サービス、居宅介護支援サービス、訪問看護

サービス、デイサービス、グループホーム、ショートステイ、有料老人ホーム

(2）住宅リフォーム事業………住宅改修サービス 

(3）その他事業…………………人材派遣サービス、アウトソーシング受託サービス、調剤薬局、ペット及びペ

ット用品販売、動物病院 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
介護サービス
事業 
（千円） 

住宅リフォー
ム事業 
（千円） 

その他事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高   

(1）外部顧客に対する

売上高 
 13,948,865  888,206  443,878  15,280,950  ―  15,280,950

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

 5,360  ―  237,688  243,048 ( )243,048  ―

計  13,954,225  888,206  681,566  15,523,999 ( )243,048  15,280,950

営業利益  482,540  57,855  34,496  574,892  56,828  631,720
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。  

当社グループは各種の介護サービスを組み合わせて営業所を設置し事業活動を行っていることから、サー

ビス別の報告セグメントとしてこれらの営業所を集約した「介護サービス事業」としております。 

「介護サービス事業」は、訪問介護サービス、訪問入浴介護サービス、居宅介護支援サービス、訪問看護

サービス、福祉用具販売・貸与サービス、有料老人ホーム、デイサービス、グループホーム、住宅改修サー

ビス等を提供しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材派遣サービス、アウトソー

シング受託サービス、調剤薬局のフランチャイズ、ペット及びペット用品販売、動物病院等の各事業を含ん

でおります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。   

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

当第３四半期連結会計期間において、重要な発生・変動はありません。  

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計
介護サービス事業 計

売上高         

外部顧客への売上高  16,518,150  16,518,150  386,386  16,904,537

セグメント間の内部売上高又
は振替高  450  450  216,480  216,930

計  16,518,600  16,518,600  602,867  17,121,467

セグメント利益  919,367  919,367  53,012  972,380

   （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計  919,367

「その他」の区分の利益  53,012

セグメント間取引消去  1,110,161

のれんの償却額  213

全社費用（注）  △1,057,606

四半期連結損益計算書の営業利益  1,025,149

セントケア・ホールディング㈱（2374） 平成23年３月期第３四半期決算短信

9



該当事項はありません。 

  

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

セントケア・ホールディング㈱（2374） 平成23年３月期第３四半期決算短信

10


